
（別紙３）

～ ２０２５年　３月２５日

（対象者数） 16 （回答者数） 14

～ ２０２５年　３月２５日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活動支援プログラムを、学校等にも

配布を検討し、活動内容を知ってもらい

協力体制を強化する。

2

進学や進級の際も、学校関係や保護者と

情報共有をしていく。

3

外部研修を含め、ZOOMでの研修も多く

取り入れていき、事業所内研修を今後

増やしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

アンケートを実施し、開催できる体制を

強化し、開催できるように事業所で体制を

整えていく。

2

研修内容や、ペアトレーニング内容を

保護者に配布し、事業所内掲示板を利用

し周知する。

3

事業所イベント回数を増やし、地域交流を

含め、地域の方にもっと知って頂き、活動

内容を検討し、参加を促す。

○事業所名 りりーぶ

○保護者評価実施期間
２０２５年　２月　１日

○保護者評価有効回答数

２０２５年　２月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
２０２５年　３月２６日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

地域の他児童との活動をする機会が少な

い。

児童の特性により、他児童との交流が

難しい場合があるが、今後は少人数でも

参加意思があれば、実施する。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者同士の交流の場が少ない。 開催日時の難しさ、時間帯が難しい、

開催時間中の児童の面倒をだれが見るのか

等の要因。

保護者が参加できる研修や、ペアトレーニ

ングを今後実施する。

保護者にもっと研修やペアトレーニング

を周知し、知ってもらい体制を整える。

事業所の支援に、児童、保護者、学校関係

に満足してもらえている。

子供が安心感を持って来所できている。

他児童との関係性も深まっている。

活動支援プログラム配布により

児童、保護者に安心してもらっている。

児童と保護者のニーズや課題分析をし

放課後等デイサービス計画が作成されてい

る。

相談支援事業所、行政機関、学校等と

情報共有をし、放課後等デイサービス

計画書を作成している

外部研修等に参加し職員のスキルアップを

目指している。

研修等で身に付けたスキルを活動支援

プログラムに活かすことが出来ている。

事業所における自己評価総括表公表


